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はじめに
G7かG8の代わりに、G20が初めて登場したのは2008年11月でした。
その直前に、アメリカ発の金融・経済危機をいかに克服するか、その解決
策を話し合うために、サルコジフランス大統領の提案を受け入れワシント
ンで開催された国際会議です。興味深いことに、アメリカが危機を作り出
したにもかかわらず、アメリカに対する批判の声があまり聞こえてきませ
んでした。おそらく、経済のグローバル化もあって、各国の相互利益が
錯綜していることが大きな理由の一つでしょう。また、アメリカを批判し
ても問題解決につながらなければプラスにならないという考えもどこかに
あったでしょう。とは言っても、アメリカの地位は以前に比べると、確実
に低下してしまっています。
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一方、15年かけてWTO加盟を果たして以来、中国は後発国の優勢をい
かして着実に力をつけてきました。2004年、中国（香港も含む）はアメリ
カを抜いて、日本最大の貿易相手国となりました。そして、2008年、中
国はアメリカ、日本に続いて世界三位の経済大国に躍り出ました。2009
年に入ってから、中国は先進国と同様に、金融・経済危機を受けながら、
GDP8．7％の成長を実現しただけでなく、米国を抜いて、世界最大り自動
車生産国と市場となり、また、ドイツを抜いて世界最大の輸出国となりま
した。いまの中国は世界一の外貨準備高を持っており（2兆米ドル超）、
アメリカの最大の国債保有国です1）。問違いなく、中国は台頭してきまし
た。ちなみに、中国はかつて漢、唐、明などの世界に君臨した帝国という
歴史を持つために、台頭というよりは「再興」といったほうが相応しいか
もしれません。
国際情勢が変わっていくなかで、日中関係もその影響を受けざるを得ま
せん。とりわけ、2009年8月、日本で選挙が行われ、長年与党だった自
民党が惨敗し、代わりに、民主党が大勝しました。党首鳩山由紀夫氏が総
理になってから、早速、アメリカをはじめとするグローバル化を批判する
論文を発表し2）、米国を除外する東アジア共同体構想を提唱しました。そ
の後、反対意見もあって、「軌道修正」を表明しましたが、国際情勢の変
化にいつも敏感に反応する日本政府がすばやくとった行動だったというこ
とに変わりはありません。
小論は、米国の衰退、中国の台頭と再興、そしてそうした国際情勢が日
中関係に与える影響について考えてみたいと思います。
?、 アメリカの衰退
21世紀に入ってから、世界の情勢はおおざっぱに言うと、二っの傾向
があるように思います。一つは冷戦終結後、唯一の超大国アメリカの
衰退というか、凋落であること、今ひとつは中国の台頭・再興であること。
一94一
国際情勢と日中関係
まず、アメリカについてお話したいと思います。いうまでもなく、冷戦
終結後、世界諸国の中で、アメリカが唯一の超大国となりました。しか
し、この状況は約十年しか続きませんでした。つまり、21世紀に入ってか
ら、超大国のアメリカは衰退しているか、あるいは凋落しつつあるといっ
てよいと思います。その証拠を三つほど挙げてみたいと思います。一っ目
は2001年の9．11多発テロ、二つ目は2003年のイラク戦争、三っ目は2008
年から始ったアメリカ発の金融・経済危機です。次に詳しく見てみましょ
う。
1、9．11多発テロ
2001年9月11日、民間旅客機がアメリカのニューヨークにある国際貿易
ビルに突っ込んだテロ事件が他の数ヶ所とともにほぼ同時に発生しまし
た。この同時多発テロについていまだに不明な点が数多く存在しますが、
アメリカをはじめとする欧米文明とイスラム文明との衝突という側面を否
定できないと私は思います3）。
2、イラク戦争
2001年のアメリカ・アフガン戦争はともかく、2003年3月20日から始
まったアメリカ・イラク戦争が、アメリカとドイツ・フランスとの関係に
亀裂をもたらしました。戦後、長年の盟友だった独・仏のアメリカに対す
るイラク戦争反対という反発はアメリカの単独主義を批判するものです
が、同時に、アメリカの衰退というか凋落を如実に物語るものだと考えら
れます。
3、アメリカ発の金融・経済危機
ご承知のとおり、2008年秋から、アメリカ発の金融・経済危機で世界
は苦しんでいます。失業者は世界各地に溢れています。当のアメリカ自身
も、リーマン・ブラザーズ証券の破綻をきっかけとして、会社の倒産が相
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次いでいました。2009年に入ってから、そのあおりで、世界に君臨して
きたアメリカ自動車業界の最大手GM（ゼネラルモーターズ）も倒産の運
命をまぬがれませんでした。
アフガン戦争はアメリカとイスラム諸国との関係を悪くしましたが、イ
ラク戦争は米欧の盟友関係に悪影響をもたらしました。そしてアメリカ発
の金融・経済危機は明らかにアメリカの金融構造に深刻な問題を抱えてい
ることを意味します。一部の人はアメリカ型資本主義はすでに崩壊したと
いいますが、少なくとも、長年、世界をリードしてきたアメリカモデルに
問題があり再考せざるを得なくなったと考えてよいと思います。
およそ80年前、同じくアメリカ発の経済危機がありました。その結果、
第二次世界大戦が起こり、ソ連という史上初の社会主義国の誕生をもたら
しました。では、今回の金融・経済危機は世界に何をもたらすでしょう
か。オバマ米大統領はかつて「21世紀は米中を構築する」と言っていま
したが、私は中国が米国に取って代わるのではないかと考えています。
以上の三つの要素をあわせて考えると、われわれはアメリカの時代は終
わりつつあるという結論に至ったわけです。
二、中国の台頭・再興
次に、中国の台頭・再興についてお話をしたいと思います。
皮肉なことに、アメリカは衰退しつつあるとき、中国は台頭してきま
した。2008年夏の北京オリンピックはまだ記憶に新しいでしょう。「ロパ
ク」などの批判もあった。一方、204という史上最多の国と地域が参加し
た空前の大会となり、中国人の百年の夢をかなえたという側面も見落とし
てはなりません。また、中国は金メダル総数を51枚という世界一に輝き
ました。確かに、人口数からすれば、そんなに驚かなくてもよい数字だと
はいえ、しかし、同じく新興国であり、人口大国・隣国のインドと比べれ
ば、そのギャップが歴然としています。
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国際情勢と日中関係2001年に米国大統領に就任したブッシュ氏は、クリントン元大統領の
対中融和政策を改め、中国を競争相手国と位置づけました。しかし、あい
にく、この年、9．11同時多発テロ事件が発生。その後、アメリカは中国の
協力を求めるようになり、対中政策も変えざるを得ませんでした。以来、
中国は変わった国際情勢を積極的に活用し、高度な経済成長を遂げまし
た。極端な言い方をすると、そのアメリカに取って代われる国は今のとこ
ろ、中国しか見当たりません。その理由を見てみましょう。
1、経済力
まず、中国の経済力を考えてみましょう。
2008年、中国の一人当たりのGDPは初めて3000米ドルを超えました。
日本の約3．5万ドルの11分の1、米国の4万ドルの13分の1にしかなりま
せんが、世界銀行の購買力平価での計算によると、中国はすでに米国に次
ぐ世界の第二位の経済大国となっているといわれます4）。
Grossdomesticproduct（額面）2008（癬〃ゼo％sげ1～α漉」％gEoo％o鰐US
40〃硲）
1Unite（1States14，204，322
2Japan4，909，272
3China3，860，039
4Germany3，652，824
5France2，853，062a
6UnitedKingdom2，645，593
71taly2，293，008
8Brazi11，612，539
9RussianFe（1eration1，607，816
10Spain1，604，174
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Grossdomesticproduct2008，PPP（購買力平価）（痂」吻ηsゲ1～α励1％g
EoO％0卿翻卿副0％α」40JJ儒）
1UnitedStates14，204，322
2China7，903，235
3Japan4，354，550
41ndia3，388，473
5Germany2，925，220
6RussianFederation2，288，446
7UnitedKingdom2，176，263
8France2，112，426
9Bfazil1，976，632
101taly1，840，902
購買力平価（PurchasingPowerParityTheor脇PPP）とは、為替レート
の決定メカニズムの仮説の一つ。ある国の通貨建ての資金の購買力が、他
の国でも等しい水準となるように、為替レートが決定されるという考え
方。たとえば、あるモノが日本で100円、米国で1ドルである場合、1ド
ル100円であれば、100円（1ドル）は日本でも米国でも、それを1単位
として購買するカを持っており、購買力平価が成立していることになりま
す。購買力平価のユニークな計算方法として、マクドナルドのビッグマッ
クの価格に基づいた購買力平価があげられます。どの国においても全く同
・一の商品で比較可能な対象商品として優れているうえ、この商品の場合、
農畜産物、工業製品、人件費、物流コスト、サービス費用等の多くの要素
費用を含んでおり、財・サービス全般の平均としての購買力平価を表示す
るものとして優れています5）。
ちなみに、アメリカ人事コンサルティング会社マーサーによる毎年恒例
の「世界生活費ランキング」が09年7月7日に発表され、東京が円高ド
ル安の影響で1位に、大阪は2位に入りました。香港は5位、ニューヨー
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ク8位、北京9位、上海12位、深セン22位、広州23位でした6）。
一方、2008年、中国のGDPは世界3位ですが、2位・日本のGDPの
約4分の3にあたり、1位・アメリカの約4分の1にあたります。また
2009年、日本は6％（名目）マイナス成長であるのに対して、中国は8．7％
のプラス成長でした。したがって、日本は中国との開きは約14％もあり
ます。アメリカの新聞（ニューヨーク・タイムズ）は2009年末か2010年
初頭に、中国の経済規模は日本を抜いて世界2位になると予測していまし
た7）。
また、イギリスの新聞（タイムズ）は、アメリカの金融グループで、
世界最大級の投資銀行であるゴールドマン・サックス（GoldmanSachs）
は、2027年、中国の経済規模はアメリカに匹敵し、2050年になんとアメ
リカの2倍になると予測しています8）。
また、中国は共産党が統治するため、民主主義国のように、時間をかけ
てゆっくりと議論してから法案を通す必要がありません。その方針・政策
はただちに実施に移されるというメリットがあります。特に、2008年の
米国発の世界金融・経済危機以来、中国経済はいつもより注目されるよう
になりました。一部の国の間では、米ドルに代わり、人民元が取引をされ
るなどの動きがあるということからもわかるように、人民元の国際化やそ
の地位の上昇は、現実となりつつあります9）。
また、中国は新世紀に入ってから、世界の工場・世界の市場へと変身
し、成長する中産階級も大きくなる一方です。中国の携帯電話使用者数は
6億人を超え、世界一です。2009年、中国のインターネットユーザーは
3億人を突破しました。また、このほど発表された2009年度世界トップ
企業500社のうち、中国は43社がランクインしています10）。
2009年の中国の自動車販売は政府支援策の後押しを受けて急増し、米
国を抜いて世界一となった。中国汽車工業協会（CAAM）は2010年1月
11日、2009年の中国の自動車販売台数が国の当初目標である1000万台を
大幅に上回り、前年比46．2％増の1360万台で過去最高に達したと発表しま
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した。米国の2009年の自動車（乗用車およびライトトラック）販売台数
は1040万台で、過去27年1で最低水準でした。東方証券によると、中国の
数字には米国のデータに含まれていない大型車も含まれていますが、その
65万台分を差し引いても米国の販売台数を大きく上回ります。09年の中
国の乗用車販売台数は前年比52．9％増の1030万台で、伸び率は前年の一け
たから大幅に加速しました。12月単月では88．7％増の110万台。月間の販
売台数が100万台を上回ったのは09年では3度目。アナリストは、販売台
数の大幅増は政府支援策によるところが大きいとみています。08年の伸
び率が少なくとも過去10年で初めて一けたにとどまったことも、09年の
伸びを押し上げる要因になりました。10年の伸び率は10％程度になると
みられています11）。
北京や上海などの都市では約3割の人が車を持っていますが、しかし都
市部では100世帯に6台しか車を持っていません。普及率はまだ低いとい
えます。裏返すと、更なる発展の可能性が極めて高いということです。
2、軍事カ
スウェーデンのストックホルム国際平和研究所が発表した2009年版年
鑑によると、中国の08年の軍事費は前年より10％増え、推定849億ドル。
イギリスやフランスを抜き、米国に次いで世界2位になったことが明らか
となりました12）。また、公表されている国防費も21年連続2けたの伸び率
をみせています。同年鑑では、軍事費増加の要因を人件費の増大と説明、
兵器のハイテク化も挙げていますが、航空母艦建造を中心とする海軍力の
強化も見落としてはなりません。また、中国は海軍創設60周年を記念し、
29ヶ国の代表を招いて催した2009年4月の国際観艦式で、攻撃型原子力
潜水艦や戦略原潜を初めて披露しました。国産空母建造の意思を示し、
近海防衛型から外洋型への転換を進める中国海軍の意思が込められてい
ます13）。
確かに、中国の軍事費の透明度を高める必要があるでしょう。また「中
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国脅威論」を打ち消すには、中国はもっと説明する責任を果たさなければ
なりません。しかし、中国のGDP（国内総生産）や貿易額を考えると、
軍事費はやや低いという中国側の言い分も理解できなくもありません14）。
それに、軍事費が断トツトップの米国は世界全体の41．5％を占める6073
億ドルであるのに対し、中国は世界全体の5．8％にしかなりません。また、
ある中国軍の将軍が米軍の相手に対して、「中米両国が共同で太平洋を分
割管理しよう」と提案したそうです。中国は軍事覇権国を構築するかどう
かはわかりませんが、戦後の日本やドイツとは違う国づくりをすることは
はっきりしています。
また、これまで中国の有人宇宙船の打ち上げは何回も成功しています。
このことは、アジア初、世界3位（ロ、米に次ぐ）となります。なお、
2001年に中国の海南島上空で中国の戦闘機が米軍の偵察機と衝突した事
件があり、2009年に入ってから、南シナ海沖で米中の軍艦や艦船のトラ
ブルがたびたび起きています。ちなみに、2008年末、中国海軍は海賊に
対処するために、ソマリア沖に軍艦三隻を送っています。中国の海軍に
とっては、海外に軍艦を送ることは明（1368～1644年）の鄭和大航海以
来約600年ぶりの「快挙」だったと中国側が言っています15）。
また、2009年（日本の）版防衛白書によると、中国軍の海洋活動の拡
大を主に以下の三点が表されています。①中国防衛相の空母作り発言、②
2008年、中国の駆逐艦が津軽海峡や沖縄経由で太平洋に進出、③尖閣諸
島付近での航行、などでした16）。
2009年10月1日は、中華人民共和国成立60周年の記念日でした。首都・
北京の天安門広場で10年ぶりに盛大な軍事バレーとが行われました。確
かに、カの誇示と受け止められるところもありますが、アヘン戦争以降、
列強に躁躍された歴史から抜け出した中国の姿も見え隠れします。また、中
国はこのような形で軍事の透明化をはかるという目的もないわけではあり
ません17）。そこからも中国の軍事力の確実な増強をうかがうことができま
す。
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軍事パレートで展示された兵器のすべてが国産ということから、これま
で主にロシアから武器や関連技術を輸入していた時代の終焉を意味しま
す。一部の新聞は、中国軍が装備の国産化を図る背景について、軍事専門
家は「偵察衛星など宇宙空間と一体化させた近代化軍構築に向けて、一定
の自信とめどをつけたことがある」とコメントしています。なお、初の国
産空母建造と自主開発の衛星利用即位システム（GPS）「北斗」はいずれ
も2020年ごろに完成する見込みです。国外輸出を視野に入れた無人偵察
機や戦闘機などの国産化は、兵器産業の拡大を狙うものです。
中国軍の近代化は、みずからの国益を守ることはさておいて、米国勢力
の衰退にともなって、出てきた空白を補填する、つまり安定した国際秩序
を維持するという役割を果たしていくという目的が込められているのかも
しれません。
3、ソフトパワー
次に、中国のソフトパワーについて考えてみます。
軍事力や経済力はハードパワーであるならば、対外的な強制力によら
ず、その国の有する文化や政治的価値観、政策の魅力などに対する支持や
理解、共感を得ることにより、国際社会からの信頼や、発言力を獲得し得
る力のことをソフトパワーと言います。では、中国はいかにみずからのソ
フトパワーを運用しているでしょうか。
①台湾について
まず台湾問題から始めましょう。
台湾は中国の一部なのか、それとも独立国なのか、意見が分かれていま
す。「中国は一っであり、台湾は中国の一部である」というのが中国の一
貫した主張です。その理由は、台湾の現状（中国と別れて独立している）
は国共内戦の産物であるからです。したがって、1996年初の台湾総統選
挙を行った際に、中国は李登輝氏を台湾の独立を推進する者として反発
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し、軍事演習を実施し、ミサイル発射実験を行いました。
さらに99年7月、李氏はドイツの放送局ドイチェ・ヴェレ（Deutsche
Wdle）のインタビューの中で中台関係を「特殊な国と国の関係」と表現
し、ここに二国論を展開することとなりました。また、その後、独立を求
めた民進党の陳水扁氏も二期八年（2000～2008年）続けて総統の職務を
果たしていました。こうして、李登輝・陳水扁政権時代には、台湾の対中
感情が大きく悪化してしまいました。
しかし、2003年、中国では胡錦涛・温家宝政権が誕生、とくに2008年
に台湾の馬英九・国民党政権の誕生後、中国は方針を転換し、台湾に対
し、「中国は一つ」という原則を認めるなら、どんな政党とも話し合う用
意があるといい始め、中華民族を認める国民党だけでなく、台湾の独立を
党の綱領として高く掲げた民進党にも交流のシグナルを送りました。
以来、中台は急接近しています。2008年、三通「通信・通商・通航の
直接開放」が実現しました。2009年5月18日から、中国は受け入れ容認
に転じたため、世界保健機関（WHO）、スイス・ジュネーブで開く年次総
会（WHA）に台湾が「中華台北」の名義でオブザーバーとして参加する
ことができました。台湾が国連関連機関の会合に参加するのは1971年の
国連脱退してから初めてのことでした。国民党は中国との交流を通じて実
益を得ています。
一方、台湾独立を党の綱領とする台湾の民進党は、国民党が中国との融
和政策から得た利益を分かち合ってもらうため、これまでの対中強行姿勢
を緩和させ、2009年5月、民進党の重鎮・高雄市長陳菊氏が北京や上海
を訪問していました。同時に、李登輝氏も自分は台湾独立派ではないと言
明し、中国を訪問する意向のあることをマスコミに漏らしました18）。ちな
みに、民進党の前副総統呂秀連氏は近くに、中国を訪問するという報道も
あります。李登輝氏も、民進党の陳水扁氏も、かっては中国に罵倒されて
いた対象だっただけに、中台関係の接近ぶりに強い印象を受けざるを得ま
せん19）。
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そうしたなかで、2009年、民進党の2人の党員が初めて国民党主席呉
伯雄（当時）とともに中国に赴いて、共産党との経済貿易・文化フォーラ
ムに参加していました。双方が学歴の承認など経済貿易を超えた内容の協
定に着目していました20）。
馬英九総統は、香港生まれの台湾人ですが、2008年5月就任演説で「不
統」「不独」「不武」つまり統一もせず、独立もせず、武力も用いずという
三つのノーという政策を打ち出しています21）。そして、2009年10月、選
挙を通じて、馬氏は国民党主席を兼任しました。2005年、連戦氏は国民
党主席（当時）として、60年ぶりに北京を訪問し、中国共産党総書記胡
錦涛氏と会見しています。2009年6月、呉伯雄国民党主席も胡錦涛氏と
会ったばかりです。国民党主席という肩書きで共産党総書記胡錦涛氏に会
うのは都合がよいといわれています。私は、もしかすると、この二人がい
っか、どこかで会う可能性が否定できないと考えています。「胡馬会」が
実現すれば、その意味は大きいです。現に、馬氏はロイターに対し、中国
共産党総書記（中国国家主席）胡錦涛氏との会談について否定しませんで
した。
一方、中台双方の交流が強化されたことにともなって、台湾のある新聞
は次のことを書いています。「（将来）台湾大学出身の福建省長と北京大学
卒の中華民国総統が誕生するかもしれない」と報じ、今後の中台関係を楽
観しています22）。
台湾問題は複雑で、中国の内政と国際関係との二つの側面をもっている
のが現状です。中国側にとっては、中台の統一が最高目標です。中国はみ
ずからの経済力や軍事力を使いながら、粘り強く台湾側を説得していま
す。台湾問題を解決するには、中国はソフトパワー、正確に言うと、スマー
トパワー（経済力、軍事力および説得力を合わせるとニsmartpower「巧
実力」）を巧みに運用しています23）。中台関係は、確実に急接近していま
す。陳水扁政権時代と比べると、雲泥（うんでい）の差があるように思い
ます。政治体制などの要素から近いうちの統一は難しいかもしれません。
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しかし、李登輝・陳水扁政権時代の独立反対から馬英九政権時代の統一促
進への転換は台湾に対する中国側の大きな方針転換であり、今後、現状を
維持しながら、台湾側との話し合いをきちんと行っていくことが考えられ
ます。
②上海協力機構（SCO）とBRICs
台湾問題が国際関係に絡んでいるとするならば、上海協力機構（Shanghai
CooperationOrganisation、略称はSCO）は完全な国際組織です。SCOの
前身は「上海ファイブ」でした。1996年、ソ連崩壊後、中央アジァ地域
間での問題に協力して対処するためつくられたものです24）。SCOは中国・
ロシア・カザフスタン・キルギス・タジキスタン（以上の国々は上海ファ
イブのメンバー）・ウズベキスタンの6か国による多国間協力組織です。
2001年6月15日、上海で設立されました。表面上、このSCOはテロ撲滅、
経済協力、文化交流の国際組織だが、西側先進諸国を排除することが大き
な特色です。また、正式なナンバーではないが、オブザーバーとしてイラ
ン、インド、パキスタン、モンゴルが加盟しているということにも注目す
べきでしょう。
また、2009年6月、このSCO開催にあわせたように、ブリックス
（BRICs）という組織の初の首脳会談がロシアで開かれました。BRICs
とは、経済発展が著しいブラジル（Brazi1）、ロシア（Russia）、インド
（India）、中国（China）の頭文字を合わせた四ヶ国の総称です。この四ヶ
国は新興国の代表でありながら、ともに2008年11月から開催されている
G20に参加しています。いうまでもなく、この四ヶ国は利害や思惑にずれ
はありますが25）、欧米に対抗し、世界の多極化を訴えるということについ
ては共通点があります。そのなかで、中国は豊富な資金力を活用し、100
億ドルを出して、運営資金としており、目立った存在です。
ちなみに、新彊問題にも触れておきましょう。
2009年7月5日、中国の北西にある新彊ウイグル自治区の区都ウルム
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キで大規模の騒乱が発生しました。報道によると、これまでに死者は197
人、けが人は千人以上に達しているといいます。今回の騒乱のきっかけは
広東省紹関市旭日おもちゃ会社での出稼ぎの漢民族労働者とウイグル民族
の出稼ぎ労働者との衝突でした26）。
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少数民族一覧
民族名 全国人ロセンサス 主な居住地域 言語分類1953年1964年1982年1990年 語族 語派
オロス（俄羅斯） 22656，
1，326 2，935 13，504新彊 インド・ヨーロツパ スラブ
タジク（塔吉克） 14，462 16，236 26，503 33538， 新彊
イラン
ウイグル（維吾爾） 3，640，1254，000，4025，962，8147214431
，， 新彊湖南
アルタイ
チュルク
カザフ（恰薩克） 5093751 491，867908414， 1，111，718新彊甘粛 チュルクキノレギス（桐爾克孜） 70，944 70175， 113999， 141549， 新彊 チュルクウズベク（、烏孜別克） 13626
，
7，71712453
，
14，502新彊 チュルク
タタール（塔塔爾） 6，929 2，294 4，127 4，873新彊 チュルク
サラール（撒拉） 30658，
34，680 69102
，
87，697青海甘粛新彊 チュルク
ユーグ（裕固） 3，861 5，71710569
，
12297
， 甘粛
チュル殊たはモンゴル
トウ（土） 53277
，
7484
，
159426， 191624， 青海甘粛
モンゴル
トンシャン（東郷） 155，76147460， 279397， 3 3，872甘粛新彊寧夏青海
モンゴル
ボウナン（保安） 4，957 5，125 9，027 12212， 甘粛
モンゴル
モンゴル（蒙古） 1462956
，，
1，973，1923416881
，，
4， 06，849
内モンゴル遼寧吉林黒
竜江河北新彊青海河南
雲南甘粛など
モンゴル
ダフール（達斡爾） 63595
，
94，0141213577 内モンゴル黒竜江新彊 モンゴルエヴェンキ（邪温克） 9，69519343ナ 26，315内モンゴル黒竜江遼寧 満洲・ツングースオロチョン（署1倫春） 2，262 2，709 4，132 6，965内モンゴル黒竜江 満洲・ツングース
まん（満） 2，418，9312700725
，， 4304160，， 9821180，，
遼寧河北黒竜江吉林
内モンゴル北京河南天
津山東新彊貴州甘粛
寧夏など
満洲・ツングース
シボ（錫伯） 19022
ナ
33，451 83，629172847，
遼寧新彊黒竜江吉林
内モンゴル 満洲・ツングース
ホジェン（赫哲） 718 1，476 4，245黒竜江吉林 満洲・ツングース
ちょうせん（朝鮮） 1，120，4051348594
｝，
！，766，4391920597
｝，
吉林黒竜江遼寧内モン
ゴル北京河北山東など 所属未定
かい（回） 3，559，3504488015
，，
7，227，0228602978，，
寧夏甘粛河南新彊青海
雲南河北山東安徽遼寧
北京内モンゴル天津黒
竜江陳西貴州吉林江
蘇四川など
シナ・チベット
シナ
チベット（蔵） 2，775，622504628
，，
3，874，0354 93330，，
チベット四川青海甘粛
雲南新彊河南など チベット・ビルマ
メンパ（門巴） 3，809 6，248 7，475チベット チベット・ビルマ
ロツパ（路巴） 2，065 2，312チベット チベット・ビルマ
チャン（莞） 35660
，
49，241102768， 198，252四川
チベット・ビルマ
プミ（普米） 14298
，
24237，
29657
， 雲南
チベット・ビルマ
トールン（独竜） 3，090 4，682 5，816雲南 チベット・ビルマ
ヌー（怒） 15047
，
23166｝
27123
， 雲南
チベット・ビルマ
リス（標イ粟） 3174651 270，976480960， 574，856雲南四川 チベット・ビルマナシ（納西） 143453， 157862， 245154｝ 278009， 雲南四川 チベット・ビルマイ（弊） 3254269
，，
3 388，9405457251
，，
6 72，173雲南四川貴州広西 チベット・ビルマ
ハニ（吟尼） 481，220630245，
1，059，4041253952
，， 雲南
チベット・ビルマ
ラフ（拉祐） 139060， 191，241
304174， 411，476雲南
チベット・ビルマ
アチャン（阿昌） 12032
，
20，441 277081 雲南 チベット・ビルマチンポー（景頗） 101，85257，891 93008， 119，209雲南 チベット・ビルマチノー（基諾） 11974， 18021， 雲南 チベット・ビルマぺ一（白） 567119， 709，6731132010，， 1，594，827雲南貴州湖南四川 チベット・ビルマトウチア（土家） 525348， 2，834，7325704223，｝ 湖南湖北四川貴州 チベット・ビルマ
ミヤオ（苗） 2511339
，，
2，788，8005 36377，， 7，398，035
貴州湖南雲南四川広
西湖北海南広東福建
江蘇漸江など
ミヤオ・ヤオ
ヤオ（瑠） 655933， 857ナ8661403664，，
2，134，013広西湖南雲南広東貴州湖北 ミヤオ・ヤオ
ショオ（雷） 234320， 368，832
630378，
福建漸江江西広東湖
北 ミヤオ・ヤオ
トン（個） 712，802838254，
1，426，3352514014｝， 貴州湖南広西 チワン・トン
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スイ（水） 133，566156388， 2 6，487345，993貴州広西雲南
シナ・チベット
チワン・トン
ムーラオ（仏倦） 52，949 90426
，
159328， 広西貴州 チワン・トンマナオン（毛南） 22419
，
38，135 71，968広西 チワン・トン
プィ（布依） 1，247，8831，351，8992122389
，，
2，545，059貴州 チワン・トン
チワン（壮） 6，611，4558402483
，，
13，388，1185，489，630
広西雲南広東湖南貴
州海南福建漸江新彊
湖北山東四川など
チワン・トン
タイ（僚） 478，966536，3998405901 1，025，128雲南 チワン・トンリー（黎） 360，950439587， 18，2551，110，900海南 チワン・トンコーラオ（イ乞姥） 26，852 53802
，
437997， 貴州雲南広西 チワン・トンキン（京） 4，293 11，995 18ナ915広西
オーストロアジア
モン・クメール
ワ（仮） 286，158200，295298591， 351974｝ 雲南 モン・クメールドアン（徳昂） 7，261 12，295 15，462雲南 モン・クメール
プーラン（布朗） 39，411 58476
， 82280， 雲南 モン・クメールこうざん（高山） 329 366 1，549 2，909台湾福建など オーストロネシア ヘスペロネシア
出典：『中国民族統計年鑑』中国統計出版社、1997年版
「中華人民共和国略図」と「少数民族一覧」を見てください。そこで、
2008年春のチベット騒乱とあわせて考ると、次のような相違点と共通点
が見えてきます。
まず、共通点は四つあります。
①ともに中国の少数民族が集中する地域
②独立や分離勢力が存在すること
③市場経済の波が少数民族地域にも押し寄せてきていること
④地域格差を是正するために、ともに西部大開発政策が実施された区域
次に、相違点は五っあります。
①チベット問題はダライ・ラマ十四世という知名度の高い指導者がい
て、彼は英語を駆使し、長い間、国際社会で飛び回っているのに対し
て、新彊問題ではそういった指導者が見当たりません。
②新彊は1884年に清朝の省として初めて設置されたのに対して、チベッ
トはそうではありません。中国側としてはモンゴル時代からすでに中
国の版図に入っていたと主張しています。
③9．11後、アメリカが中国の支持を取り付けるために、新彊の独立勢
力をテロ組織と指定しました。これは極めて大きいです。
④SCOはこのエリアでの分離・独立勢力を徹底的に押さえ込む役割を
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果たしています。つまり、世界からすれば、チベットと異なって、
新彊での騒乱はチベットほど支持されていないのが現状です。もち
ろん、今回も、トルコなど一部の国や地域での反発も見られました
が、これまで、反発が大きくならなかった一つの理由はここにあっ
たと思われます。
⑤また、具体的なことになりますが、チベットは内陸との格差が大き
いのに対して、新彊の場合はそれほど深刻ではありません。つまり
チベットに比較すると新彊の方がより同化されているように思います。
また、ある統計によると27）、中国の55の少数民族のなかに、イスラム族
は10あります。2000年の統計では約2000万人のイスラム族がいましたが、
これは1990年の数字と比べると、約13％の増加となります。また、ここ
十年の間、約300万人のイスラム民族の人口が増えました。
各少数民族のなかで、イスラム民族が一番発展しています。たとえば、
中国全土でお寺が1．76万ヶ所あり、道教関係の建物は1500ヶ所、カトリッ
ク関係は4600ヶ所、キリスト教関係の建物は12万ヶ所ですが、モスクは
3万ヶ所以上と一番多くなっています。イスラム民族の習慣では豚肉は食
べません。したがって、各職場の食堂などはわざわざイスラム族のため
に、豚肉を使用しないコーナーを設けています。また、北京には中央民族
大学があって、各民族から優秀な学生が集まり、学習しています。
経済発展するにつれ、中国は多様化してきています。そうしたなかで、
漢族と同様に、不公平や不正、格差などの要素に絡んで、チベット族・ウ
イグル族などの少数民族も不満を抱えています。問題解決しないと、そう
した不満は暴動に発展するリスクが常に存在します。秩序を回復しなが
ら、中国政府やダライ・ラマ十四世などと問題解決のために話し合ってほ
しいものです。
SCOは地域の秩序維持にそれなりの役割を果たしていますが、中国の台
頭や再興にとって、少数民族問題が足かせとなる可能性を否定できません。
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③六ヶ国協議
北朝鮮の核開発問題に関して、解決のため、関係各国の外交当局の担
当者が直接協議を行なう六ヶ国協議（Six－PartyTalks）にも触れておきま
しょう。六ヶ国とはアメリカ、韓国、北朝鮮、中国、ロシア、日本を指し
ます。蛇足ですが、この六ヶ国協議の議長国は中国です。
六ヶ国協議は2003年に発足してから、何年も経過しており、その間、
10回ほどの会談も行なわれています。しかし、北朝鮮は2006年10月9日
に続いて、2009年5月25日に二回目の核実験を強行しました。それによっ
て、六ヶ国協議は失敗したという意見が出ています。
たしかに、その説はそれなりの理由があります。北朝鮮は核実験を再び
行なったことによって、少なくとも東アジアの情勢がいっそう不安定とな
りました。日本をはじめ関係各国が北朝鮮への制裁決議を国連で通過さ
せ、中国も制裁のトーンを緩和させながらも、これに同調しています。
しかし、北朝鮮はアメリカや日本との国交関係がないという事情を考え
ると、六ヶ国協議は失敗したという短絡的側面も否定できません。なぜな
ら、現段階では、話し合う以外に、有効な方法がないからです。したがっ
て、中国は武大偉などの高官を関係国に送り込み、解決策を協議していま
す。
なお、オバマ氏が米国大統領就任後、ブッシュ前政権と違って、イラン
の核問題などにも柔軟な姿勢を示し、また、核軍縮をめぐってもロシア
に呼びかけ、真剣に取り組んでいます。その取り組みが高く評価され、
2009年度のノーベル平和賞を授与されました。北朝鮮の核間題は複雑で
あり、簡単に解決できるとは思いませんが、最終的にはテーブルについ
て、話し合うことになると予測できます。
北朝鮮を除いた五ヶ国協議という議論も2009年初夏頃に出ていました
が、難しいかもしれません。将来の東アジア秩序を展望したさい、やはり
北朝鮮をいかに話し合いの場に戻すか、そうした努力が求められるでしょ
う。
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ちなみに、中国の国内でも、北朝鮮を批判する声が大きくなってきてい
ます28）。しかし、「内政不干渉」という方針をとり続けている中国にとっ
て、北朝鮮への圧力は限界があるでしょう。まして、韓国や日本、そして
アメリカといった政治体制の異なる国々との緩衝地帯として北朝鮮はその
役割を果たしてくれているので、なおさらです。
平壌で2009年10月5日、中国の温家宝首相と談笑する金正日総書記（右）
朝鮮中央通信が2009年10月6日配信した一ロイター
いずれにしても、北朝鮮問題の解決は、中国の果たすべき役割は大きい
と期待されています29）。2009年10月、温家宝中国首相は中朝国交樹立60
周年に合わせて訪朝しました。北朝鮮は六ヶ国協議に「二度と絶対に参加
しない」という宣言をなかったことにし30）、「朝米協議の結果を見て、六ヶ
国協議を含む多国間協議を行う用意がある」と条件付ながら、再び六ヶ国
協議に参加すると述べました31）。また、10月10日、北京で行われた日中韓
三ヶ国の首脳サミット会議で、北朝鮮は米国のみでなく、日本や韓国との
関係改善にも意欲を示したと温家宝は記者会見で明らかにしました32）。
繰り返しますが、北朝鮮の核問題はそう簡単に解決できる問題ではあり
ません。しかし、六ヶ国協議は北朝鮮の核問題を解決する最も有効なメカ
ニズムである以上33）、粘り強く北朝鮮を交渉のテーブルに戻させる努力が
必要です。
長い間、中国は北朝鮮に対して影響力を発揮してきました。しかし、最
近になって、変化も見られました。それは従来のイデオロギー重視から国
益や地域安保といった実務的な側面を重視するようになったことです。中
一111一
萢 カ
国は核実験を強行した北朝鮮を制裁する一方、核問題を解決するため、北
朝鮮を援助してきました。中国の対北朝鮮政策に一貫性がないという批判
もありますが、かつての「友好国」を制裁することは、大きな変化であ
り、中国の外交政策の成熟といっても過言ではありません。したがって、
アメリカを含め関係各国が地域安保のために、この問題に真剣に取り組ん
でほしいものです。
④中国・アフリカ関係
中国とアフリカ大陸との関係は600年前の明朝に遡ることができます。
中華人民共和国の成立後、とりわけ20世紀60年代から第三世界（米ソと
先進国以外の国々）と位置づけ、中国はアフリカを援助してきました。
そうした実績もあって、1971年、台湾の代わりに、中国が国連常任理事
国へと復帰した際、アフリカ諸国も含め多くの第三世界の国々が中国をサ
ポートしてくれた歴史があります。
改革開放以降、特に90年代より中国経済の高度成長にともなって、大
量な資源が必要となり、中国はアフリカとの関係を強化していきました。
2006年、中国政府は北京でアフリカの52の国と地域の指導者を招待し、
中国・アフリカフォーラムを開催し、関係強化に力を注ぎました。
2009年2月、胡錦涛中国主席がセネガルを訪問
（ドイチェ・ヴェレ）
そして、2009年に入ってから、中国がアメリカに取って代わって、ア
フリカの最大の貿易相手国になりました。やや長いロイターの記事です
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が、掲載しておきましょう。
最近、アメリカのオバマ大統領、クリントン国務長官が相次いでアフリ
カを訪問しました。しかし、頻繁な訪問は次の事実を隠せません。それは
アメリカの代りに、中国がアフリカの最大の貿易相手国になったことで
す。
クリントン国務長官はアフリカの7ヶ国を歴訪し、その目的はアメリカ
政府のよき情報を伝えるとともに、アフリカの主要石油国との関係を維持
することにありました。しかし、訪問中、クリントン長官は多くの問題を
克服しなければなりません。そのうちの一つは中国・アフリカ関係です。
2008年、アメリカはサハラ砂漠以南のアフリカとの貿易額を28％増加
させ、1，040億米ドルに達しました。アメリカ政府はこの実績をよく口に
します。しかし、事実上、双方貿易額の増加は主に石油価格の高騰による
ものでした。また、アフリカからの輸入総額のうち、石油が80％以上を
占めます。
次のデータがアフリカの発展トレンドをよく表わしています。2008年、
アフリカは中国との貿易額は十年前の10倍となり、1，070億米ドルにのぼ
り、アフリカとアメリカとの貿易額を上回りました34）。
今回の金融・経済危機がこうした傾向を強めると一部のアナリストは言
います。なぜなら、危機で欧米経済を泥沼に陥らせただけでなく、こうし
た国々の海外での拡張をも阻んだからです。
南アフリカのヨハネスブルグ区域の投資コンサルタント会社Frontier
AdvisoryのMartynDavies氏は「オバマ（の大統領就任）は一部プラス影
響をもたらしましたが、こうした影響は消えつつある」といいます。「い
ま、また現実に戻りました。現実とは、今回の危機で一種の地縁経済の転
換を速めるということを指します。すなわち、アフリカはアジアに接近し
つっあります。アジアの中心は中国です。」
このほど、オバマ大統領のアフリカ訪問は一日で終わりました。しかも
訪問国はガーナ共和国一国のみでした。これに対して、2月、中国国家主
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席のアフリカ訪間では胡錦涛主席はマリ、セネガル、タンザニア、モーリ
シャスに足を運びました。こうした国々は豊富な石油資源がないにもかか
わらず、胡錦涛氏は援助の手を差し伸べたため、経済危機がアフリカを襲
い始めるときに、（アフリカは）ほっとしました。
もちろん、アフリカの鉱産資源を開発することについて、中国企業はた
めらいませんでした。7月、中国中輝国際鉱業集団はザンビアと36億米
ドルの銅鉱開発協議をまとめました。一方、中国工商銀行（世界各国銀行
の最大手）はアフリカの銀行最大手・南アフリカ標準銀行との問で60に
およぶ項目について協力する予定です。また、2008年、中国工商銀行は
56億米ドルで標準銀行の20％の株を購入済みです35）。
2009年冬に入ると、中国・アフリカ関係がいっそう強化されました。
「中国・アフリカ協カフォーラム」第4回閣僚級会議の開会式が11月8
日、エジプトのシャルムエルシェイクで行われ、温家宝中国首相とアフリ
カ49ヶ国の首脳・高官が出席しました。
温首相は「中国とアフリカの新しいタイプの戦略的パートナーシップを
全面的に推進する」と題する演説で、「現在、アフリカは世界金融危機や
気候変動などグローバルな試練に直面し、その持続可能な発展は深刻に脅
かされています。中国はアフリカの直面する困難や試練をわがことのよう
に感じ、国際社会に対し、アフリカの発展を的確かつ効果的に支援するよ
う呼びかけています。アフリカ諸国との各分野の実務協力を不断に深め、
中国とアフリカの新しいタイプの戦略的パートナーシップを全面的に推進
していきたい」と表明しました。また、彼は「今後3年で中国政府は、中
国・アフリカ協力を推進するために8つの新措置を講じる」と述べ、以下
を挙げました36）。
（1）「中国・アフリカ気候変動対策パートナーシップ」を構築し、不定期
の高官協議を実施し、衛星による気象観測、新エネルギーの開発と利
用、砂漠化対策、都市環境の保護などの分野で協力を強化することを
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提唱します。中国は、太陽エネルギー、メタンガス、小型水力発電所
など100件のクリーンエネルギー事業で、アフリカを支援することを
決めました。
（2）科学技術協力を強化します。「中国・アフリカ科学技術パートナー計
画」を始動し、合同科学技術研究モデル事業を100件実施し、アフリ
カからポストドクター100人を中国での科学研究に受け入れることを
明らかにしました。
（3）100億ドルの特恵的借款を実施するなど、対アフリカ融資を強化しま
す。中国の金融機関による10億ドルのアフリカ中小企業発展特定融
資の設立を支持します。中国と国交を樹立しているアフリカの重債務
国や後発発展途上国に対し、2009年末までに期限を迎えながら中国
側に返済されてない政府無利子借款債務を免除します。
（4）アフリカの生産品に対して市場開放を拡大します。中国と国交を樹立
しているアフリカの後発発展途上国の95％の生産品に対する関税免
除措置を段階的に実施します。まず2010年内に、60％の生産品に対
して関税免除措置を実施します。
（5）農業協力を一層強化します。中国が支援するアフリカの農業モデルセ
ンターを20ヶ所に増やし、農業技術チーム50組をアフリカに派遣し、
農業技術者2000人をアフリカ諸国のために育成し、アフリカの食糧
安全確保能力を高めます。
（6）医療衛生協力を深めます。病院とマラリア予防治療センター各30施設
に5億元相当の医療設備や抗マラリア物資を提供し、医療要員3000
人をアフリカのために育成します。
（7）人材開発や教育面の協力を強化します。アフリカ諸国のために、中
国・アフリカ友好学校50校の建設を支援し、校長や教師1500人を育
成します。アフリカ向け中国政府奨学金の定員を2012年までに5500
人に増やします。今後3年で計2万人の人材をアフリカのために育成
します。
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（8）人・文化面の交流を拡大します。「中国・アフリカ共同研究交流計
画」を始動し、学者やシンクタンクの交流や協力を促進し、発展のノ
ウハウを共有することを提唱します。
これに対して、エジプトのムバラク大統領を始めとするアフリカ諸国
首脳は発言の中で「北京サミットでの各協力措置は順調に実施され、ア
フリカの経済や社会の発展を効果的に助け、アフリカ・中国関係の著し
い進展を促しました。温首相が今回発表した対アフリカ協力の8っの新
措置は、アフリカ・中国協力を新たな段階へと押し上げるだろう」と指
摘しました37）。
単にアフリカの資源のみでなく、アフリカの発展のために、人材育成、
文化交流、衛生医療協力、農業や科学技術協力など中国なりにつとめてい
ることがわかります。こうしたやり方は一部の先進国から独裁国を援助し
ている「新殖民主義」という批判もありますが、先進国のような強引にみ
ずからの価値観を押し付けないことが中国のアフリカヘの関係の特徴で
す。また、ある意味で中国も独裁政治が行われている国だから、1独裁国ど
うしの付き合いという側面もあるかもしれません。いずれにせよ、アフリ
カにおける中国の影響力は確実に高まっています。
4、伝統文化による大国への再興
以上、中国の台頭振りを経済、軍事、ソフトパワーの視点から見てきま
した。次に、中国の伝統文化や歴史と中国再興との関係について考えてみ
ます。
2009年7月8日、G8と新興国首脳会合がイタリアで開かれました。会
合出席のため、イタリアを訪れていた中国の胡錦涛国家主席が、その3日
前に新彊ウイグル自治区での暴動が発生したため、会合を欠席して、急遽
帰国しました。この欠席した中国主席の影響について当時日本の新聞は
「キーパーソン不在、具体的な成果期待薄」と結論付けました38）。
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中国の影響力は確実に拡大しています。すでに述べた通り、一部の分野
はアメリカを超えています。世界代表的な新聞も中国は未来のアメリカだ
と喧伝しています39）。しかし、いわゆる「総合実力」を見てみると、アメ
リカに取って代わるには、まだ多くのハードルをクリアしなければなりま
せん。たとえば、少数民族の独立間題、地域の格差問題、役人の腐敗問題、
政治改革の間題、地球温暖化の問題など、中国は多くの問題を抱えていま
す。私個人の推測では、これらの問題を克服するには時間がかかります。
2040年頃、再び中国の時代が到来すると考えられます。
私は大学生時代に、21世紀は中国の世紀だと教わりました。このことは
いまだに鮮明に覚えています。20世紀80年代前半のことでした。おそら
く、中国人の先生が中国人の学生にこうしたことを教えるのに好都合だっ
たでしょう。
しかし、1989年に私たち学生が民主化を求め、立ち上がったさい、共
産党軍隊の弾圧を受けました。そのショックはあまりにも大きいものでし
た。これをきっかけとして、私は共産党政権を相対化するようになりまし
た。まず、共産党政権は中国史上多くの王朝の一つに過ぎないという結論
に至り40）、次に“戦争交流”という表現を作り出し、日中戦争を再検討し
ました41）。そういう意味で、私の日本留学は日本に逃れたという説明もで
きなくはありません。
しかし、人間のカの弱さかそれとも歴史が人問をなめるかはよくわかり
ませんが、ともかく、1989年の天安門事件後、中国はなんと驚異的な成
長を遂げっっあります。中国はいま最も注目されている国となり、その
GDP1％プラスかマイナスによって世界が大騒ぎするという大きな影響
力をもつ大国となりました。私は日本にきてからもう18年になるが、や
はり、中国が順調に成長してほしいと素直に考えています。
また、つらいことですが、個人の自由や権利をうんぬんするより、強国
の夢を実現するという百年にわたって中国人が追い求めてきたことに道を
譲らざるを得ないとも考え始めました。そこで、中国発展モデルという問
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題が出てきます。MartinJacques氏によると、中国は西側諸国と違う道を
歩むといいます。氏の説明を引用しておきましょう。
1949年は、中国史上最も重要な期日の一つだと思います。その意味す
るところは、中国人がいう屈辱的な世紀を経験し、長い間の混乱を経過す
ることは、その後の社会転換の基礎を築きました。毛沢東時代や郵小平時
代の二つの30年間はそれぞれ異なりますが、しかし、二つの時代の内在
的な連続性を見なければなりません。中国の経済的転換はそれまでにつく
られた安定した環境があったからです。したがって、登区小平時代や毛沢東
時代の違いだけでなく、その歴史的連続性をも見る必要があります。毛沢
東はいまだに人気があるのもここに原因があります。
数年前に、ある政府の文書は西側の三権分立、多党制、総選挙などを
はっきりと捨てました。中国当局はすでに西側の啓蒙運動のため、できた
価値観を抱擁する何の兆しも見当たりません。しかし、この国は次第に開
放と開明となってきました。法治社会に程遠いにもかかわらず、指導者は
法律を使うことがより多くなり、幹部の任期制なども導入されています。
このような限られた変化は共産党の運営方式と関係します。
また、中国の文化は、国家や民族に直面した危機や欧州の台頭に有効な
応対ができなかったため、最終的に崩壊しました。1911年の辛亥革命か
ら1949年まで、ずっと安定した体制を築くことができませんでした。国
民党政権は、中国各大都市でみずからの勢力範囲を構築する欧米列強や日
本に対抗することに失敗に終わりました。したがって、「中国の伝統文化
に深刻な危機が内包していました。」
中国と異なって日本は、日本文化の中の特徴でみずからの行政モデルを
改め、また西側から大量のノウハウを取り入れるとともに、「日本的なも
の」をうまく保存・維持できました。この点について、中国人はできませ
んでした。
しかし、毛沢東時代になりますと、中国文化の現代化が行われ始めまし
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た。そのやり方は非常に独特で、半ばマルクス主義を引きつぎました。あ
る意味で、文化大革命は狂ったものであり、客観的に見て、伝統文化が弱
まりました。最近、経済の高度成長と急速な都市化が伝統的文化に衝撃を
与えています42）。
以上の議論は賛同できるものとそうではないものがありました。スポン
が短すぎます。中国の伝統をうんぬんするなら、近代以来の歴史だけを取
り出してコメントするのはあまりにも偏りすぎます。言い換えますと、長
い中国の歴史を見る必要があります。当然ながら、毛沢東時代と郵小平時
代との違いだけでなく、その連続性も無視してはならないというのはもっ
ともです。文化という視点から中国を見つめなおすのも貴重です。
かつて、イギリス、アメリカ、日本、ドイヅが台頭し、世界を引っ張っ
てきたように、中国もいろいろな面で世界をリードした歴史をもっていま
す。たとえば、古代中国人はかつて火薬、羅針盤、紙、印刷術などを発明
し、中国を世界古代四大文明の一つとしての地位を築きました。フランス
のエコノミストMaddisonA．氏は『世界経済』というタイトルの本のな
かで、中国、欧州などの経済発展を研究し、次のことを指摘しています。
19世紀半ば頃まで、中国は世界最大の経済国家でした。また、そ
れまでの約200年間も、中国は世界一の経済大国でした43）。
その後、欧州の産業革命や清朝の鎖国政策などの原因で、中国は世界に
遅れてしまいました。そして、アヘン戦争以降、中国は余儀なく、列強に
躁躍されていきました。辛亥革命、中国革命、改革開放を経てから、中国
はようやく台頭し、そして再興しようとしています。オバマ米大統領が
2009年7月に、「米中両国は21世紀を構築する」と言いました。中国を持
ち上げる部分もあったでしょうが、基本的には今日の国際情勢に適したよ
うな発言だったと見てよいと思います。
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これまでの近代史は欧米中心的な歴史でした。しかし近代史は数百年し
かありません。それまでの歴史のなかで、中国は何度も世界をリードして
いました。そして、中国は今、台頭し、再興しています。そろそろ欧米で
はなく、中国という視点から中国にアプローチしてみてはどうでしょう
か。これは中国台頭・再興に直面する世界がとるべき行動なのかもしれま
せん。
三、日中関係
以上、国際情勢を整理しました。最後に、
と思います。
日中関係についてお話したい
1、世界における日中関係
日中関係は、世界において、二番目に重要な二国関係と言われていま
す。なぜならば、日中両国は対米関係がもっとも重要な国際関係であるか
らです。正論です。戦後の日米関係は同盟関係でした。日本にとって、政
治にしても、経済にしても、外交にしても、戦後すべての時期において、
この観点が成り立ちます。中国にいたっては、中米関係は同盟関係ではな
いにしても、米国は多くの分野では、付き合わなければならない最も重要
な国であることに変わりはありません。
また、日本はG8のなかで、アジア唯一の先進国です。世界第二位の経
済大国でありながら、先進技術をはじめ多くのノウハウをもっている国で
す。一方、中国は国連の常任理事国の一つとして、日本最大の貿易相手国
となりました。また、中国は世界の工場・市場として注目されてきていま
す。最近、G8の代わり、アメリカ、EU、日本、中国というG4で今後
の世界経済・金融について話し合われるという提案まで出ています44）。中
国はアジア、ひいては世界経済を引っ張る役割が期待されています。
日中両国は近隣であり、また、長い付き合いの歴史を有しています。付
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き合いの歴史が長いゆえに、共通部分と不一致が共存するのも事実です。
両国はともに漢字を使い、儒家思想や三国志だけでなく、麻雀や囲碁のよ
うな文化も共有しています。また、両国では鮫子やラーメンなどの料理も
ともに大変人気があります。
2、日中の異同
それと同時に、日中両国は政治体制や発展段階の違いがあります。ま
た、島国と大陸国家とのギャップも存在しています。122ぺ一ジにある「中
国式宴会作法」を見ればわかるように、日中両国は「似是而非」（似て非
なる）です。
たとえば、日本語の「汽車」は、中国語の「列車」になり、日本語の
「手紙」は、中国語の「トイレットペーパー」になります。日本語の「男
湯」と「女湯」を見ると、中国人には理解できません。中国語の「湯」は
Tangと発音し、日本語の「スープ」を意味するからです。また、日本語
の「愛人」は悪い意味だが、中国語になると、それは「主人」か「家内」
のことを指します。ちなみに、日本語の「愛人」を中国語に変えると、「第
3者」になります。
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中国式宴会作法
日本網ζ溝…薪闘 2003年（平成15年）10月4日（土曜日）
・謙鱒灘羅漁勲饗饗．
O宴会は仲良くなるための儀式。仕事の話題は善
ばれない
O割り勘はご法度。ごちそうされたら、次回はごち
そうし返す
O主催者はお客の運転手の食事にも配慮
O冷えた食事は敬還される。温かいメニューを
ゆあいさつは西洋式。おじぎではなく握手で
“「最初の訪問先」「わざわざ訪ねた」が重んじられる。
重要な相手は真っ先に訪問
O中国の会社は大人数で出てくることが多い。名刺
は大量に箱で持参
●贈り物に注意。置き時計など中国で縁起の悪いも
のはプレゼントしない
9数字で縁起が良いのは偶数。ただし「九』は「久」と
同じ発音で縁起が良い
O名前の表記では姓と名を離さない。離して雷く場
合は均等に閤隔をあける
Oたぱこを吸うときには、周りの人にも勧める
円嬢饗の鷹次
主人①
客人国 囮客人
主人側●
通訳 ■客人側通訳
客人囲 團客人
主人②一入リロ（注）数字は序列。通訳を入れた応用例。入り口から還い席が「高い』位置で、原則的には主人の右が席順は高い。
1パワートレーディング作成）
難畿罐1難髪實叢1難馨量叢灘緯撚拳姦灘鰯1講辮雛糞蕪肇難
鈴受につるスが慮当た料定な表とるい木けはてがト璽ますない理番円の示友。の中儀鴇1蔽脱縫擁癒罐咤齢誘男蒲縮総鰐曝雛罐璽倉占昊萎隷蟹難羅鎧騨際艶講馨雛懸灘諮喬綴大麟稚鷲翫雛㌔籍1灘簿講lll
、硲良国増で円い式えビ鐸．’i 面子つぶす割り勘1驚平らげず満腹示す遷 てでる講墨
うな業が中も
繋雛灘轟1灘1鎌難灘1
難lll灘。lll欝1織ll鱗嚢ll嚢
溝口雄三氏によると、日本と中国とは次のような違いがあると指摘して
います（日本の17世紀以降の社会のシステムの特徴）45）。
①士農工商の職階制、世襲制
②長子相続制家産の安定的継承
③私有財産権意識の確立と職業意識
④武士の次男・三男による知識階級の形成
⑤農家の次男・三男の農村からの流出による都市の形成
一方、中国の十七世紀以降の社会システムの特徴は、以下のとおりである。
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①科挙官僚制、非世襲制
②均分相続制：財産の細分化～流動化
③宗族制、宗族結社による相互扶助、共有制
④工（技術）の軽視
⑤儒教の「特許」否定、伝統的な「均」思想
以上の特徴はいまだにさまざまな形で反映されていると考えられます。
日中の共同点のみでなく、双方の相違点にもっと注目すべきだということ
が非常に大切です。ある意味で、それは日中両国が付き合う大前提なのか
もしれません。
3、新しい日中関係一東アジア共同体を構築するには
また、もう一っの視点は、史上、初めて日中両国はともに強国となった
ということも見落としてはなりません。今までは日本や中国は、一国が指
導的立場にあって、もう一国は学ぶ立場にありました。しかし、最近、状
況は一変しました。つまり、日中両国はともに大国（あるいは強国）と
なったということです。この状況を認められるまで、多少時間がかかるで
しょう。
以上の状況分析を踏まえながら、日中関係を整理しておきたいと思いま
す。私は専門が中国史だが、日中関係のことも学習してきたつもりです。
先ほど、まず国際情勢を述べさせてもらってから、日中関係にたどり着き
ました。それを横軸での話しであるとするならば、これからは、これまで
の日中関係を縦軸でお話したいと思います。
これまでの日中両国は和平交流時期（近代まで）、「戦争交流」時期（近
代）、戦略交流時期（現代）と私は論じました46）。
そして、2009年より、日中関係は新しい段階に入ったと考えられます。
その理由は次のとおりです。近代までの中国は強国であり、日本は中国を
学ぶ立場にありました。アヘン戦争以降、特に日清戦争や日中戦争から
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20世紀90年代まで、両国関係は逆転して、日本は進んだ国となり、中国
は日本を学ぶ立場にありました。1972年「日中共同声明」の発表により、
とりわけ1979年から2008年までのODAをもって47）、歴史問題や経済援助
問題などは一応解決済みです48）。今後の日中関係について私は慎重に楽観
視しています。
慎重とは、日中両国は近隣であり、領土問題やエネルギー、環境汚染、
国民感情などをめぐっていろいろなトラブルが起こり得るからです。カギ
はトラブルを起こさないように相手国に配慮することと、トラブルが起
こった場合、そのトラブルを解決する仕組みをつくって、それを機能させ
ることです。そういう意味で、私は慎重派です。
両国首脳の定期的な相互訪問や首脳間ホット・ラインの設置、青少年間
の交流がとても大切です。2009年10月に、北京で二回目の日中韓首脳会
議が開催されました。選挙に圧勝した民主党から総理に選ばれた鳩山由紀
夫氏が「友愛」精神に基づいて、東アジア共同体構想を提起しました。
東アジア共同体構想の萌芽は、マレーシアのマハティール元首相が唱え
た東アジアの経済統合にありました。日中韓首脳会談という枠組み自体
が、「東アジア共同体」構想の一部として生まれたのです。日中韓首脳会
談の前身は、1997年にクアラルンプールで開かれた3ヶ国首脳非公式会
合です。東南アジア諸国連合（ASEAN）が非公式首脳会議を開いた時に、
その場を借りて行ったので「貸座敷外交」と呼びました。
しかし、中国の台頭等に伴って、経済的な相互依存が進んできました。
様々な地域協力も動き出しています。もちろん、体制の違いのほか、資源
や領土問題などの課題も抱え、東アジァ共同体は単純に欧州統合（EU）
と並べてみることはできません。何より大きな問題は米国の存在をどう考
えるかということです。
この点について次の分析は興味深いものです。
オバマ米大統領が11月（2009年）に訪日します。日米両国ともに、米
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軍の基地問題でこの訪問に影を落としたくはありません。しかしもっと困
難なのは、中国台頭への憂慮をいかに減らすかということです。
日本新政権が米国からさらに独立した外交政策をとると約束することに
ともなって、米軍の沖縄基地移転問題をめぐって両国関係にいっそう緊張
感がただよいます。
しかし、基地移転よりさらに深い問題は、オバマ大統領と鳩山由紀夫首
相とは両国間の50年近くにおよぶ同盟関係を立て直せるかどうかという
ことです。日米同盟はアジアにおける中核的な安全保障の枠組みであり続
けてきました。
オバマ氏は11月13から14日にかけて日本を訪問する。これは大統領就
任後アジア歴訪の最初の国です。日本の元高級外交官、民主党議員顧問田
中均氏は「われわれは多極的メカニズムを構築しつつあります。そのう
ち、中国の台頭はこのメカニズムの鍵となるに違いありません」と断言し
ました。
「1996年、米軍の普天間基地のような具体的かつ重要な問題を解決し
た際、より広い範囲で考えなければなりませんでした。」これは日米両国
が同盟関係を考えたことを指しています。当時、双方は数年にわたって貿
易紛争をした後、安全保障を強化しました。「いまも同じことをしなけれ
ばなりません。」日米両国関係、同盟の目的および今後一年の両国の役目
をもう一度考え直すべきだと田中氏は言っています。
鳩山首相はある会議で、長期的、多層的な同盟関係を構築するために、
全面的に日米関係を見つめなおそうと述べました。
スタンフォード大学Shorensteinアジア太平洋研究センターのDaniel
Sneider氏は「日米同盟はこれまでのいかなる時期に比べても存続し続け
る必要がありますが、調整されなければなりません。また、われわれは冷
戦時の発想から抜け出す必要もある」と言いました。
日本が心配しているのは、国力の向上にしたがって、中国は日本に取っ
て代わって、世界二位の経済大国となり、日本を除外するいわゆるG2
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（米中）を構築することです。マサチューセッツ工科大学の日本安全問題
専門家のRichardSamuels氏は「こうした発想に日本は身の毛がよだつ」
と言いました。
日本研究所所長、鳩山総理の側近といわれる寺島実郎氏は、このほどテ
レビのインタビューを受けた際、「独立国家のなかで外国の軍隊が駐留し
ていること自身が、戦後時代がいまだに続いていることの証明となる」と
不満を漏らしています。
いずれにしても、アメリカの衰退と中国の台頭にともなって、世界情勢
が変わろうとしています。東アジア共同体構想の提出は、こうした情勢と
密切に関係しています。しかし日本国内に反対論というか慎重な意見が多
いため、このほど、鳩山総理は東アジアサミット会議で、日米同盟は依然
として日本外交政策の中核だと表明しました。
マスコミの圧力などの要素が考えられますが、一方、実力派の民主党小
沢一郎幹事長が総勢600人を超す、そのうち143人の国会議員を率いて中
国を訪間しました。米国側がそれを見て「うちにもきてほしい」と要請し
ましたが、小沢氏はオバマ大統領との会見が前提条件と求めたと報じられ
ています。日米中三ヶ国の微妙な関係変化を見てとれます。
元外交官の田中均氏は、日本はみずからの政策をもっと説明する必要が
あると考えます。同時に、彼は次のことも言っています。っまり、加速す
る少子高齢化のトレンドにかんがみ、日本はいっそう東アジアを重視せざ
るを得ません。これに対して、米国は不安を感じるべきではないと米国に
くぎをさしました。
「すべての貿易、投資、人口の流動などのデータを見ればわかるよう
に、米国を最重要市場と見なされなくなるのが自然です。」「われわれは今
後も繁栄し続けたいのです。したがって、東アジアにより活力をもたらし
ます。」
とはいえ、イデオロギーのギャップの関係で、中国は民主主義をとった
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日本に取って代り、アジアにおける米国の最も親しいパートナーにはなれ
ないと多くの専門家は見ています。当然ながら、日米同盟は伝統的な安全
保障協力から気候変動、災難救援といった広い分野に広げるべきです。
「東アジアでは、米国の急激な政策変更はこのエリアの不安定をもたらし
ます。これが米国政府の考えです。」マサチューセッツ工科大学の日本安
全問題専門家のRichardSamuels氏は「われわれは日本を捨て、中国に飛
びつかせるわけにはいきません」と断言しました49）。
日本は国際情勢に敏感に反応するという優れた伝統の持ち主です。そう
いう意味で、鳩山首相はあえて「脱米入亜」を表明したのは、中国の高度
成長に乗り遅れまいという危機意識からのリアクションだったと言ってよ
いと思います50）。
東アジア共同体構想は多くの内容が含まれるべきでしょう。経済は言う
までもなく、交流も大切です。政府以外に、民間の交流も重要です。本学
を含め、日本の大学では、中国からの留学生が大半を占めているが、中国
への留学生はそれほど多くはいません。多くの日本企業が中国に進出して
いるのに。バランスが悪いです。
私の授業でこうした問題を提起したら、学生諸君から国や自治体などか
ら一部資金を出してもらって援助してほしいといったような要望が寄せら
れました。また、2008年、本学は、一部先生の努力もあって、初めて北
京にある中国伝媒大学と姉妹校関係を締結しました。よいスタートです。
この関係を大切にし、いかしてほしいものです。
この場を借りて、一つ提案させてもらいます。それは中国の人民日報と
日本の読売新聞などが協力して、相手国の専門家や庶民の考えを定期的に
紹介することです。あるいは双方のテレビを通じて相手国のことを積極的
に伝えるのもよいでしょう。この点について、中国に比べると、日本のほ
うがよくやっています。ただ、相手国を批判するものをエンターテイメン
トとして扱わされるべきではないので、要注意です。
もちろん、世界における日中関係の視点も必要です。日本側はこの点に
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っいても進んでいますが、日中関係に関する米欧専門家の意見紹介が多い
のに対して、途上国の専門家の紹介は少ないような気がします。たしか
に、先進国の声が重要だが、多くの途上国の声も忘れてはなりません。な
ぜならば、先進国は限られており、途上国は圧倒的に多いからです。
中国側もたんに日本の技術や資金だけでなく、日本の新聞やテレビのよ
うに、賛成意見のみでなく、反対意見の掲載にも工夫してもらいたいで
す。共産党はもっと自信を持ってほしいものです。そうすれば、中国の民
衆も国民感情も成熟するでしょう。そのうちに、歴史認識やODAを超え
た、新時代に見合った日中関係の構築を大いに期待できると思います。そ
ういった環境を子孫に残しておくことが求められているのではないでしょ
うか。
おわりに
以上、国際情勢と日中関係を整理しました。最後に結論をまとめておき
ましょう。まず、アメリカは衰退しつつあります。その理由は三っありま
す。①9．11事件、②イラク戦争、③アメリカ発の金融・経済危機、です。
次に、中国は台頭し、そして再興してきました。その理由は①経済大国
化、②軍事大国化、③ソフトパワーの活用、にあります。また、なれてい
る欧米の視点でなく、中国の視点から中国・世界に接近する必要がありま
す。2008年の北京オリンピックや2009年の建国60周年軍事パレートが中
国の台頭や再興を端的に示しました。もちろん、アメリカの衰退も中国の
再興も長い道のりとなるでしょう。個人的には今から30年くらいはかか
るかと思います。また、中国にとって、クリアしなければならないハード
ルが数多くあります。日本は国際情勢に敏感に反応する習慣があります。
いわゆる東アジア共同体もアメリカの衰退と中国の再興という国際情勢に
見合った構想といっても過言ではないでしょう。21世紀はアジアの世紀
であるなら、日中両国はもう一度そのことを見つめなおす必要があると思
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われます。
記このぺ一パーは2009年7月22日に白鴎大学公開講座にて筆者が行った講演
「国際情勢と日中関係について」を大幅に加筆、修正したものです。また、本学
経営学部樋口兼次教授・植竹晃久教授・高橋浩夫教授・青山学院大学大学院経済
学研究科阪田恵子氏に篤くお礼を申し上げます。2010年3月2日。
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